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目次
    この度はX1T-F TTLワイヤレスフラッシュトリガーをお買い上げいただきまし

て、誠にありがとうございます。

  本TTLワイヤレスフラッシュトリガーはFUJIFILMカメラに適用し、神⽜フラッシュを

コントロールでき、また、リモートで直接で全⾯的に神⽜Xワイヤレスシステムを搭載し

ているフラッシュ（例えばTT685S、V860IIS、AD360II、AD600、AD600M、ヴイング

IIシリーズなど）をコントロールできます。Xワイヤレスシステムを搭載していないフラッ

シュ（例えばV860、V850、AD360など）の場合、XTR-16またはXTR-16Sレシーバを

使ってM発光制御を実現できます。本製品は信号が安定で、反応が速く、カメラマンのラ

イティングに便利であり、各種撮影需要を満たすことができます。同時に、PCポートを有

しているカメラと接続できます。ハイスピードフラッシュシンクロをサポートし、最大フ

ラッシュシンクロ速度は1/8000s*に達しています。

  *：制限条件――カメラの最大シャッター速度は1/8000ｓです。
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自分勝⼿に本製品を分解しないでください。製品に故障が出た場合、本社または授権された専門業者よ

りチェックし、メンテナンスします。

自分勝⼿に本製品を分解しないでください。製品に故障が出た場合、本社または授権された専門業者よ

りチェックし、メンテナンスします。

⼦供に本製品を触れさせないでください。

燃焼しやすく爆発しやすい環境で使用しないでください。このような場合、関係警告マークに注意して

ください。

50℃を超えた⾼温環境で置かないでください。

いかなる故障が起こった場合、直ちにトリガーの電源を切ってください。

電池使用時の注意事項は下記の通りです。

●本マニュアルに記載された電池だけを使うことができます。新しい電池と古い電池またはタイプの違

った電池を混ぜて使わないでください。

●メーカーの提供した警告または指⽰を詳しく読んで遵守してください。

●電池を短絡させたり、電池を分解したりしないでください。

●電池を火の中に捨てたり、加熱したりしないでください。

●電池を装着する時に、電池の極性を間違わないでください。

●電池が切れると、液漏れしやすくなります。製品を損なわないため、⾧期間にわたって使わな

い時、または電池が切れた時に、電池を取り出してください。

●損なわれた電池中の液体が皮膚または⾐服に触れた場合、直ちに大量な清⽔で洗い流してくだ

さい。

警告 部品

電源スイッチ
――ON 電源を⼊れます
――OFF 電源をシャットダウン

AF補助フォーカシングランプ
スイッチ
――ON 補助フォーカシングラ
            ンプ出力
――OFF 補助フォーカシングラ
             ンプ出力無し

STATUS状態インジケーター
――赤色LED表⽰

MODE選定グループモード設定
ボタン

TESTトリガーボタン

CH/OKチャンネル設定ボタン

GRグループ設定ボタン

Micro USBポート

PCポート

電池ボックス(裏)

グループ選定、値設定ダイヤル

セットトップフラッ

シュトリガーホッ

トシュー

カメラトリガーホッ

トシュー

LCDディスプレイ

    本体
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部品

●電池の装着

トランスミッターとレシーバ裏⾯にある電池ボックスのカバ

ーをスライドさせ、電池ボックス内の正負極指⽰によって、

2本のAA電池（別に購⼊する必要があります）を装着します。

●低電池残量指⽰

電池残量が低い時（2本電池≺2.0V）、低残量アイコンは点滅

します、この時に電池を交換してください。そうしないと、

距離は遠い時に、ミスフラッシュしたり、フラッシュしなかっ

たりすることがあります。

電池

フラッシュトリガーの使い方

1.ワイヤレスシンクロトリガーフラッシュ

使い方：

1.1  カメラの電源を切り、トランスミッターをカメラホット

シューソケットに置き、トランスミッターの電源スイッチとカ

メラの電源をオンにします。

1.2 「チャンネル設定ボタン」を通じてチャンネルを選択し、

トランスミッターとレシーバのチャンネルを一致させます。

1.3  カメラのシャッターを押すだけで、トリガーできます。同

時にレシーバとトランスミッターの「状態インジケーター」が

赤色に点灯します。

本フラッシュトリガーは下記の機能を有しています。

重要な説明

ZOOM設定機能を使用したい場合、セットトップランプの自動ZOOM機能を起動してください。

（A）Mモードにおける各グループ出力の設定、TTLモードにおける各グループFECの設定

（B）グルーピングモードの設定（C）グループ （D）カレント選択済みグループ（操作方式2） 

（E）チャンネル設定 （F）Multiモード符号（G）シンクロ遅延設定提⽰（H）低残量アラームアイコン 

（I）シングルコンタクトモード設定済み指⽰

ABC

D

E

H

G

I

F

トランスミッターディスプレイ

2. PCポートによるワイヤレストリガーフラッシュ

使い方：

2.1 トランスミッター側とレシーバ側のチャンネルとグループを設

定します。

2.2 トランスミッター側のデフォルトはPCポートを⼊力ポートと

し、レシーバ側のフラッシュを制御して発光させます。

2.3 正常方式でシャッターを押します。PCポート信号を使用して

発光を制御します。

2.4 PCポートを出力ポートに設定できます。設定方法は次の通り

です。トランスミッター側で＜CH/OK＞ボタンを⾧押しし、ディス

プレイに＜Fn＞を表⽰させ、C.Fn-03値をouに設定し、PCポートを

出力モードに設定します。
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CH

CH

CH

トランスミッターの設定

● 電源スイッチ
  電源スイッチを「ON」にするだけで電源をオンにすることができ、状態インジケータ

      ーは表⽰します。

  注意：節電するために、⾧時間にわたって使用しない場合、電源をオフにしてください。

● AF補助フォーカシングランプスイッチ
  電源スイッチを「ON」にして、AFフォーカシング光線を出力させます。

● チャンネルの設定

1.＜CH/OK＞ボタンを短押しして、チャンネル値は点滅

します。

2.ダイヤルを回して適当なチャンネル値を選択しま

す。再度＜CH/OK＞ボタンを押して、カレントチャ

ンネル値は選定されます。

3.フラッシュトリガーは合計32個のチャンネルを持

っており、1〜32チャンネルの中で切り替えること

ができます。使用前にトランスミッターとレシーバ

を同じチャンネルに設定してください。

● モードの設定

グループパワーPOWER/露出補正FEC値の設定
1. ＜GR＞ボタンを短押しすると、選択されたグループは

点滅し、シングルクリックして下へ選択し、ダブルクリック

して上へ選択します。

2. ダイヤルを回してパワーまたは露出補正を変更します。

カレントグループはMモードにある場合、そのパワー出力値

はMin. ([注1])〜1/1の間で0.3をステップとして変化します。

カレントグループはTTLモードにある場合、そのFEC値は

-3〜3の間で0.3をステップとして変化します。カレントグ

ループモードは--（発光オフ）である場合、何の影響もあり

ません。

3. 再度＜CH/OK＞ボタンを短押しして、設定値を確認し

ます。

ストロボグルーピングスイッチの設定

1.カスタム機能の中でストロボモード（C.Fn-04をonに設定

します）を起動します。

2.＜GR＞ボタンを短押しして、グループを選択し、シング

ルクリックして下へ選択し、ダブルクリックして上へ選択し

ます。

3.＜MODE＞ボタンを短押しすると、選択されたグループの

モードは変化されます。

4.カレントグループのモードはon/--モードで順次に切り替

わります（--はOFFを⽰し、カレントグループが発光しませ

ん）。

[注1]

Min.はMまたはMultiモードで設定可能な最低出力値をさします。C.Fn-05の設定値によってそれぞれ1/128また

は1/256です。多くのセットトップランプで、サポートする最低出力は1/128であり、1/256に設定できません。

神⽜会社のAD600などのハイパワースタジオランプと組み合わせると、最低出力を1/256まで調整できます。

1. ＜GR＞ボタンを短押しすると、選択されたグループ

は点滅し、シングルクリックして下へ選択し、ダブルク

リックして上へ選択します。

2. ＜MODE＞ボタンを短押しすると、選択されたグル

ープのモードは変更されます。カレントグループは

TTL/M/--モードで、順次に切り替わります（--は

OFFを⽰し、カレントグループが発光しません）。

トランスミッターの設定



- 10 -- 09 -

発光回数は発光出力値と周波数に制限されます。設定された発光回数はシステムに許容された上限を超

えてはいけません。レシーバ側に伝送された回数は実際発光回数であり、カメラのシャッター設定とも

関係があります。正常なストロボ回数を確保するため、下記の計算式を使ってカメラのシャッター速度

を計算してください。ストロボ回数÷周波数=シャッター速度

● グループ値の設定

1.＜GR＞ボタンを⾧押しして、あらゆる有効グループと一緒に設定できます。

2.あらゆる有効グループのグループ値は点滅し、ダイヤルを通じて設定値を変更できます。一つの有効グ

ループは最大値またはMin.値になると、有効グループの値は変化しません。

3.カレントグループはMモードにある場合、パワー出力値は一つのグループの値が最大値（1/1）または

最⼩値（Min.）になるまで、Min.〜1/1の間で0.3をステップとして変化します。カレントグループは

TTLモードにある場合、あらゆるモードが同じくTTLであるグループのFEC値はシンクロに調整されま

す。FEC値は一つのグループの値が最大値（3）または最⼩値（-3）になるまで、-3〜3の間で0.3をス

テップとして変化します。カレントグループモードは--（発光シャットダウン）である場合、何の影響も

ありません。

4.＜GR＞ボタンを短押しして、設定値を確認します。

トランスミッターの設定

● テスト発光
1.＜TEST＞トリガーボタンを押して、発光は正常

であるか否かをテストできます。

2.＜TEST＞トリガーボタンを全押しすると、この時の状態イ

ンジケーターは赤色に点灯し、レシーバ側のフラッシュをトリ

ガーします。

3.トランスミッターの設定値は同時にシンクロにレシーバに伝

送されます。

● モデリングランプのコントロール

＜CH/OK＞ボタンをダブルクリックしてモデリングランプのスイッチをコントロールできます。

● 自動に節電モードに⼊ります
1.トランスミッターの操作を中⽌してから60秒後に、システムは自動に待機モードに⼊り、この時LCD表⽰

は消えます。

2.システムを呼び覚ましたい場合、いずれかのボタン（＜TEST＞全押し/＜CH/OK＞/＜GR＞/＜MODE＞）

を押すことができます。トランスミッターはFUJIFILMカメラのホットシューに取り付けられた場合、カメラ

のシャッターを半押しすることを通じてシステムを呼び覚ますことができます。

3.トランスミッターにシングルコンタクトモード（     表⽰）が設定された場合、節電モードに⼊りません。

ストロボパラメーターの設定

1. ストロボモードに⼊ってから、ストロボパラメーター

の設定に⼊ることができます。

2. ＜MODE＞ボタンを押して、ストロボパラメーター設

定のサブメニューに⼊ります。

3. 三行の表⽰内容はそれぞれP（出力値）、T（発光回

数）、H（発光周波数）です。

4. ＜GR＞ボタンを短押しすると、相応する設定値を選

択できます。設定値が点滅している時に、ダイヤルを回し

て設定値を変更できます。＜GR＞ボタン短押しし続けて、

三つの設定値を全部設定します。＜MODE＞ボタンを短押

しして、設定状態を退出します。

トランスミッターの設定
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設定と説明

遅延無し

      遅延N*100us発光(遅延アイコン  表⽰)

シャットダウン

Zoom機能オフ

固定Zoom値 135全幅で(24/28/35/50/

70/80/105mm）に対応できます

⼊力：PCポートはカメラと接続します

出力：PCポートはフラッシュと接続します

ストロボ発光オフ

ストロボ発光オン

M/Multi最低出力パワーは1/128です

M/Multi最低出力パワーは1/256です

設定番号

00

1~100

--

on

--

16，18，23，33，

46，53，69

in

ou

--

on

1/128

1/256

機能

シンクロ遅延設定

シングルコン

タクトモード

Zoom値の設定

Pcポートをカメラ/フ

ラッシュと接続します

ストロボ発光

オン、オフ

M/Multi模式下

最⼩ 出功率

カスタム機能番号

C.Fn-00

C.Fn-01

C.Fn-02

C.Fn-03

C.Fn-04

C.Fn-05
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Chボタンをダブルクリックすると、レシーバ側のモデリングランプを起動・シャットダウンできます。

TESTボタンを押し続けて起動させ、 Status状態インジケーターは2回点滅し、近距離レシーブを設定できます。この時、

有効リモコン距離は30ｍ以下であり、レシーバとトランスミッターは非常に近付いても、正常に通信できます。

設定と説明

オフ

オン

A/B/C

A/B/C/D/E

オフ

オン

設定値変更後だけに設定値を伝送します

設定値は変更されなくても、発光前に設定値を強制伝送します。

トランスミッターメインコントロールモードであり、トランス

ミッター側でトランスミッターモードと出力を設定できます。

APPモードを起�し、トランスミッターはフラッシュだけをト

リガーします。チャンネルとカスタム項目だけ調整でき、LCD

にAPPを表⽰します。

一般FUJIFILMカメラ

レンズシャッターを使ったX100F、X100Tなどのカメラの場合、こ

のオプションをオンにし、また、あらゆるグループのモードをMに

設定すると、1/1250S以内のハイスピードシンクロを実現できます。

このオプションをオンにし、また、あらゆるグループのモードをMに

設定すると、従来のTT600、V850IIフラッシュはX1T-Fにハイスピ

ードシンクロ発光がトリガーされないという問題を解決できます。

設定番号

--

on

03

05

--

on

--

on

--

on

00

01

02

機能

AFオートフォー

カス補助光発光

グループ数

フラッシュ提⽰音

設定値を強制伝送

します

APPモード

特定カメラと

特定フラッシュ

の設定

カスタム機能番号

C.Fn-06

C.Fn-07

C.Fn-08

C.Fn-09

C.Fn-10

C.Fn-11

● C.Fn：カスタム機能の設定

下記の表にある本製品応用欄を参照して、カスタム機能を使って設定を完了させます。

1.＜CH/OK＞ボタンを2秒またはそれ以上⾧押しして、＜Fn＞を表⽰させます。

2.カスタム機能番号を選択します。

   * 調整つまみを回してカスタム機能符号を設定します。

3.設定を変更します。

   * ＜GR＞設定ボタンを押すと、カスタム機能番号が点滅します。

  * 調整つまみを回して欲しい番号を設定し、＜GR＞ボタンを押して確認します。

   * カスタム機能を設定した後、＜MODE＞モードを押してボタンを選択すると、C.Fn設定状態を退出します。

起動(シングルコンタクトモード設定済みアイコン      表

⽰)トランスミッターはPCケーブルでカメラと接続されて

とりがーされたり、カメラはシングルコンタクトを通じて

トリガーされ⾜りする場合、トランスミッターをシングル

コンタクトモードに設定することをおススメします。

トランスミッターの設定トランスミッターの設定
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● カメラ側の設定

カメラの発光モードはTTL発光モードに設定すると、X1T-Fをトリガーできます。

FUJIFILMカメラ発光モードの設定

● ホットシュー取付フラッシュ
別に購⼊したホットシューアダプターフラ

ッシュアセンブリを取り付けたり、起動し

たりした場合、下記のオプションは使用で

きます。

①発光制御モード：フラッシュアセンブリを使って選択した発光制御モードです。一部の場合、カメラから調整できま

す。使用可能なオプションはフラッシュによって違います。

• TTL：TTLモード。フラッシュ補正を調整します（②）。

•�MULTI： 多灯発光。写真を撮るたびに、対応ホットシューアダプターフラッシュアセンブリは複数回に発光します。

②フラッシュ補正/出力：使用可能なオプションは発光制御モードによって違います。

• TTL：フラッシュ補正の調整（発光制御システムの制限を超えた場合、一部の数値は利用できないことがあります）。 

EF-X20、EF-20とEF-42を使う時に、選択した値はフラッシュアセンブリを使用した時に選択された値に追加されます。

•�MULTI：発光出力の調整（互換可能なアセンブリだけに限られます）。

③フラッシュモード(TTL):TTL発光制御を行なうフラッシュモードを選択します。使用可能なオプションは選択された

撮影モード（P、S、AまたはM）によって違います。

•   (自動発光)：フラッシュは必要な時だけに発光します。発光レベルは撮影対象の輝度によって調整します。シャッ

ターボタンを半押しした時に、   アイコンが表⽰され、写真を撮影する時にフラッシュは発光することを⽰します。

•     (標準)：フラッシュは撮影するたびに、できるだけ発光します。発光レベルは撮影対象の輝度によって調整します。

シャッター開放時、フラッシュは⼗分に満充電されていない場合、フラッシュは発光しません。

•   (スローシンクロ)：夜景背景にある肖像被写体を撮影する時に、フラッシュとロースピードシャッターと組み合わ

せます。シャッター開放時、フラッシュは⼗分に満充電されていない場合、フラッシュは発光しません。

④シンクロ：発光チャンスの制御

●   （第一幕)：シャッターが起動した後にフラッシュは直ちに（普通撮影の最適選択）。

●   （第二幕)：シャッターはシャットダウンする前に、フラッシュは発光します。

●   （自動 FP（HSS))：ハイスピードシンクロ（互換可能なアセンブリだけに限られます）。シャッター速度はフラッ

シュシンクロ速度より⾼い時に、カメラは自動に前幕ハイスピードシンクロを使用します。発光制御モードはMULTIに選

択された時に、第一幕に相当します。

⑤ズーム：発光ズームをサポートするアセンブリの照明⾓度（フラッシュの発光範囲）。一部のアセンブリの当該設定は

カメラから調整できます。自動を選択した場合、カメラは自動にズームを調整し、発光範囲をレンズ焦点距離とマッチさ

せます。

⑥ライティング：アセンブリはこの機能をサポートする場合、下記のオプションから選択してください。

●   （フラッシュ電源優先）：少し発光範囲を減少してレンジを増やします。

●   （標準）：視⾓によって発光範囲をマッチさせます。

●   （均一カバー優先）：少し発光範囲を増やして、より多い均一な光線を獲得します。

⑦LED ランプ：静態撮影中において内蔵LEDランプはいかに役に立つかを選択します（互換可能なアセンブリだけに限

られます）。反射光（    /反射光）としますか、AF補助ランプ（AF/AF補助）としますかそれとも同時に反射光とAF補

助ランプ（    /AF補助+反射光）としますか。OFFを選択することによって、撮影過程中にLEDをディスエイブルにさせ

ることができます。

⑦発光回数：MULTIモードにおけるシャッター開放時にフラッシュの発光回数を選択します。

⑧周波数：MULTIモードにおけるフラッシュの発光周波数を選択します。*

* 発光制御システムの制限を超えた場合、一部の数値は応用できない恐れがあります。 
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操作方式の選択

＜CH/OK＞ボタンを5秒⾧押しして、操作方式(方式1/方式2)を切り替えます。

X1T-F操作方式1（デフォルト）

機能

(常態で)CH設定状態に⼊ります。(設定状態で)確認して常態に戻ります.

モデリングON/OFFをコントロールします。

C.Fn設定状態に⼊ります。

操作方式(方式1/方式2)の切替

下へ設定グループを選択します

上へ設定グループを選択します

あらゆるグループを選択します

設定グループ発光モード(TTL/M/OFF)の切替

 

機能

無し(3グループ)/ページターニング(5グループ）

channel数値を調整します

グループパワーPOWER/露出補正FECを調整します

操 作

短押し

ダブルクリック

2秒⾧押し

5秒⾧押し

短押し

ダブルクリック

2秒⾧押し

短押し

 

状態

常態

channel状態の設定

グループ状態の設定

TTL/Mモード

ボタン

CH/OK

GR

MODE

 

つまみ

トランスミッター

機能

(状態で)CH設定状態に⼊ります。(設定状態で)確認して常態に戻ります

モデリングランプON/OFFをコントロールします

C.Fn設定状態に⼊ります

操作方式(方式1/方式2)の切替

下へ設定グループを選択します

(PTH状態で)設定パワーpower/回数times/周波数hzを選択します

上へ設定グループを選択します

設定グループ状態でON/OFFをコントロールします

(PTH状態で)常態に戻ります

常態でPTH状態 (P-パワーpower、T-回数times、H-周波数hz) に⼊ります

機能

無し( グループ)/ページターニング( グループ) [注 ]3 5 3

channel数値の調整

パワー数値を調整します

回数数値の調整

周波数数値の調整

操作

短押し

ダブルクリック

2秒⾧押し

5秒⾧押し

短押し

ダブルクリック

短押し

 

状態

常態

channel常態の設定

パワー状態の設定

回数状態の設定

周波数状態の設定

Multiモード(C.FN-04-on)

ボタン

CH/OK

GR

MODE

 

つまみ

トランスミッター
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X1T-F操作方式二

機能

(常態で)CH設定状態に⼊ります。(設定状態で)確認して常態に戻ります

モデリングランプのON/OFFをコントロールします

C.Fn設定状態に⼊ります

操作方式(方式1/方式2)の切替

設定パワーPOWER/露出補正FECを選択します

あらゆるグループを選択します

(常態で)<▶グループ>モード(TTL/M/OFF)の切替

 

機能

設定<▶グループ>を選択します

channel数値の調整

設定グループのパワーPOWER/露出補正FECの調整

操作

短押し

ダブルクリック

2秒⾧押し

5秒⾧押し

短押し

2秒⾧押し

短押し

 

状態

常態

channel状態の設定

グループ状態の設定

TTL/Mモード

ボタン

CH/OK

GR

MODE

 

つまみ

トランスミッター

機能

(常態で)CH設定状態に⼊ります。(設定状態で)確認して常態に戻ります

モデリングランプのON/OFFをコントロールします

C.Fn設定状態に⼊ります

操作方式(方式1/方式2)の切替

(PTH状態で)設定パワーpower/回数times/周波数hzを選択します

(常態で)<▶グループ>のON/OFFをコントロールします

(PTH状態で)状態に戻ります

PTH状態(P-パワーpower、T-回数times、H-周波数hz）に⼊ります

機能

無し( グループ)/ページターニング( グループ) 3 5

channel数値の調整

パワー数値を調整します

回数数値の調整

周波数数値の調整

操作

短押し

ダブルクリック

2秒⾧押し

5秒⾧押し

短押し

短押し

2秒⾧押し

 

状態

常態

channel状態の設定

パワー状態の設定

回数状態の設定

周波数状態の設定

Multiモード(C.FN-04-on)

ボタン

CH/OK

GR

MODE

 

つまみ

トランスミッター
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注意事項

1.正しくトリガーしたり撮影したりすることができなかった場合、電池が正しく装着しているか、フラッシ

   ュトリガーの電源を⼊れているか、フラッシュトリガーが同じチャンネルに設定されているか、接続ケー

   ブルまたはホットシューソケットが正しくしっかりと接続されているか、機能モードが正しく設定されて

   いるかを確認してください。

2.カメラが撮影できるが、フォーカスできない場合、本体またはレンズはMF（マニュアルフォーカ

   ス）に設定されているか否かを確認してください。AF（オートフォーカス）に設定してください。

3.フラッシュトリガーは他⼈の干渉によってトリガーされたり撮影されたりする場合、フラッシュト

   リガーのチャンネル設定を変更するだけで良いです。

4.トリガー距離が限られたり、ミスフラッシュ現象があったりする場合、電池残量が切れているか否

   かをチェックしてください。電池を交換してみてください。

フラッシュトリガーの保守

落下防⽌：強いショックまたは振動を受けると、フラッシュトリガーは故障になることがあります。

乾燥維持：本製品は防⽔機能を持っていないため、それを⽔中に浸したり、湿度の⾼い環境に置い

                たりすると、故障になり、内部構造に錆が出て修理不能な損害を受ける可能があります。

温度急変防⽌：温度の急変、例えば寒い季節に暖かいビルを出⼊りすることはフラッシュトリガー

                      の内部に結露を起こさせることがあります。温度の急変による結露を避けるため、

                      予めフラッシュトリガーをバッグまたはプラスチック袋に⼊れてください。

強磁場から遠く離れること：ラジオ放送トランスミッターなどのデバイスによる強い静電または強磁 

                                         場は本製品の正常動作を干渉する可能があります。

タイプ

類型

対応カメラ

ワイヤレス内蔵

変調方式

給電方式

露出制御

⼿動発光

TTL自動発光

ストロボ発光

TTL制御

ハイスピードシンクロ

露出補正

露出ロック

補助フォーカシング

後幕シンクロ

ワイヤレス発光

制御可能なスレーブ

ユニットグループ

伝送範囲(約)

チャンネル

X1T-F

FUJIFILMバージョン

あらゆるPC出力ポートを持ったカメラをサポートします

2.4G周波数

MSK

2*AA電池

あり 

TTL

あり

あり

あり、±3段階の間で1/3段をステップとして調整できます

あり

⼿動起動

あり（カメラ側の設定）

5グループまで(A/B/C/D/E)

>100m

32個

仕様
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対応カメラリスト

FUJIFILMカメラのフラッシュコントロール方式によって、下記の種類に分けられます。

         A類      X-Pro2, X-T20, X-T2, X-T1, GFX 50S

         B類      X-Pro1, X-T10, X-E1, X-A3

         C類      X100F, X100T

カメラ対応及び機能サポート対照表

                                                 X1T-F

                           TTL/M 発光                           ストロボ発光    AF補助フォー

                    標準         REAR            HSS(FP)           標準           カシングランプ 

     A類          √                  √                   √                 √                    √

     B類          √                  --                    --               √                    --

1
     C類          √                  √                 (注 )             √                    --

●このリストに記載されたのはテストされたカメラのタイプであり、あらゆるFUJIFILMのカメラを

含んだものではありません。他のカメラのタイプについて、ユーザーは自分でテストしてください。

●弊社は予告なしにこのリストに記載された内容を変更することがあります。

●注1：C.Fn-11カスタム項目の説明を参照してください。
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注：

1. X100Tは後幕（REAR）機能を有していません。

2. Af補助フォーカシングランプはシャッターロースピード（＜200）時だけに点灯します。

その他

遅延設定

ZOOM設定

ディスプレイ

出力ポート

ファームウェアアップ

グレード

記憶機能

トランスミッターの

サイズ/正味重量

あり(0〜10ms、100usを単位として設定します)

トランスミッターを通じてフラッシュ焦点距離値を調整できます

ワイドスクリーン液晶表⽰、バックライト起動またはシャッ

トダウン

トランスミッター：PCポート⼊力、出力。

本体にあるMicro USBを通じて、ファームウェアアップグレ

ードを行ないます。

設定されたパラメーターは2秒後に自動に記憶され、再起動す

ると、自動に復元されます。

72x75x52(mm)/100g

仕様


